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福山ゆかりの先人 

 

 

「福山」というまちが誕生して４００年を機に，福山市の出身またはゆかりの深い人物

の功績を称
たた

え，郷土への誇りと愛着を育み，次代に継承していくため，２０２２年（令和

４年）８月１０日に「福山ゆかりの先人」が選定されました。 

 

１ 長谷川新右衛門 はせがわ しんえもん・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

２ 水野 勝成 みずの かつなり 

３ 野々口 立圃 ののぐち りゅうほ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

４ 本庄 重政 ほんじょう しげまさ 

５ 宮原 直倁 みやはら なおゆき・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

６ 菅茶山 かんちゃざん 

７ 河相 周兵衛 かわい しゅうべえ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

８ 葛原 勾当 くずはら こうとう 

９ 阿部 正弘 あべ まさひろ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

１０ 富田 久三郎 とみた きゅうざぶろう・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

１１ 窪田 次郎 くぼた じろう 

１２ 丸山 茂助 まるやま もすけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

１３ 清水 郁太郎 しみず いくたろう 

１４ 森下 博 もりした ひろし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

１５ 武田 五一 たけだ ごいち 

１６ 山本 瀧之助 やまもと たきのすけ 

１７ 吉田 龍蔵 よしだ りょうぞう・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

１８ 磯 永吉 いそ えいきち・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

１９ 藤井 厚二 ふじい こうじ 

２０ 宮城 道雄 みやぎ みちお 

２１ 藤井 崇治 ふじい そうじ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

２２ 小山 祐士 こやま ゆうし 

２３ 天野 辰雄 あまの たつお 

２４ 塩出 英雄 しおで ひでお・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

２５ 本田 實 ほんだ みのる 

２６ 木下 夕爾 きのした ゆうじ 

２７ 小林 政夫 こばやし まさお・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

２８ 大島 久見 おおしま ひさみ 

２９ 榮久庵 憲司 えくあん けんじ 

 

 

 

先 人 

「福山ゆかりの先人」は２９人いるよ。どんなことをした人なのかな。 

 
ばらのまち福山 

イメージキャラクター 
「ローラ」 
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１ 長
は

谷
せ

川
がわ

新右衛門
し ん え も ん

（１５３１年～１６１２年） 

２ 水
みず

野
の

勝
かつ

成
なり

（１５６４年～１６５１年） 

  

 

沼隈は，古くから畳
たたみ

表
おもて

を織ることが盛んな土地でした。畳

表の原料のい草を織るのは，大変な苦労でした。 

 約４００年前，沼隈郡山南
さ ん な

村
むら

（現在の福山市沼隈町山南）の

菅田
す げ だ

でくらしていた長谷川新右衛門は，短いい草を捨て，長い

い草だけで，苦労して畳表を織っている農家の人々をみて，「短

いい草だけでも織ることはできないか。」と研究を重ねました。

そして，ついに畳表の中央で短いい草をつなぐ「中つぎ表」を

発明しました。 

 これにより，畳表の生産量は大きく増加しました。この畳表

は，「備後表」として，備後の特産物となっていきました。 

 

 

 

 

 

私たちの町の基
き

礎
そ

は，約４００年前に，水野勝成によって

築かれました。 

 水野勝成は１５６４年（永
えい

禄
ろく

７年）三河
みかわの

国
くに

（今の愛知県）に

生まれました。江戸幕府を築いた徳川家康とは，いとこの関

係です。勝成が２１歳
さい

のとき，父親から親子の縁
えん

を切られ放
ほう

浪
ろう

の旅に出ます。その放浪中に，この備後の地にも来たこと

がありました。その後，家康のはからいで父親と仲直りし，

刈
かり

屋
や

（今の愛知県）城主になり，１６１９年（元
げん

和
な

５年）に

は，備後十万石
ごく

の領主となりました。 

 当時，備後地方の中心的な城であった神辺城（現在の神辺

町川北・川南）に代えて，現在の福山城がある常
じょう

興
こう

寺
じ

山に新

たな城を築きました。これは海にも近く，陸路にも近い所だ 

ったからです。その城を中心につくられた町が今の福山です。 

 勝成は，福山藩
はん

主
しゅ

になってから福山の町の開発や発展に努めました。福山の町は海に近

いので，井戸を掘
ほ

っても塩水が出てきます。そこで，芦田川の水を町にひく上水道の工事

を行い水が飲めるようにしました。 

 また，自ら開
かい

墾
こん

した土地を無料で与
あた

えることで農民や商人などを集めて産業の発展につ

なげました。特に，い草や木綿の生産を進めます。い草から作られる畳は「備後表」と呼

ばれ，全国で最高級品として知られました。木綿の生産はのちの「備
びん

後
ご

絣
がすり

」につながりま

〔水野勝成像（福山城跡）〕 

〔長谷川新右衛門の墓〕 
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〔本庄重政銅像〕 

４ 本
ほん

庄
じょう

重
しげ

政
まさ

（１６０６年～１６７６年） 

３ 野々口立圃
の の ぐ ち り ゅ う ほ

（１５９５年～１６６９年） 

した。 

芦田川は大雨が降ると氾
はん

濫
らん

していたので，川に堤
てい

防
ぼう

をつくるなどの治水工事を行ったり，

新田を増やすために春日大池，服部大池，瀬戸大池の開発を行ったりしました。その他，

小さな用水池や水路もつくり，福山の人たちが豊かにくらせるようにしていきました。 

 １６５１年（慶
けい

安
あん

４年），福山城内において８

８歳で亡くなりました。賢
けん

忠
ちゅう

寺
じ

にお墓がつくら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野々口立圃
の の ぐ ち り ゅ う ほ

は，１５９５年（文
ぶん

禄
ろく

４年），現在の京都府に生まれた俳人
はいじん

（俳句を作る人）

です。１６５１年（慶安
けいあん

４年）に福山に来て，福山藩２代藩主の水野
み ず の

勝
かつ

俊
とし

に仕えました。

草
くさ

戸
ど

明王院
みょうおういん

について書いた『草
くさ

戸記
ど き

』や大名が江戸の将軍に会いに行く参府
さ ん ぷ

の際の道中の

体験などを書いた紀行
き こ う

文
ぶん

，祈願のために作品を寺社へ奉納する奉納
ほうのう

俳諧
はいかい

など多くの作品を

残しました。 

 １６６２年（寛
かん

文
ぶん

２年）まで福山で過ごし，文学の普及に大きな功績を残しました。 

 

 

 

 本庄重政は，尾張
お わ り

の国（現在の愛知県）に生まれました。青

年の頃
ころ

は地方を旅してまわり，赤穂
あ こ う

藩（現在の兵庫県）で塩作

りを学びました。 

 福山藩に移り，松永の遠浅の海に塩田をつくることを藩に申

し出て認められ，８年間かけて干
かん

拓
たく

地
ち

を完成させました。  

松永の塩作りはその後，約３００年続き，“塩の町松永”の発

展を支えました。 

松永の父とも呼ばれており，松永駅前には，銅像が建てられ

ています。 

〔水野勝成の墓（賢忠寺）〕 



4 

 

６ 菅
かん

茶
ちゃ

山
ざん

（１７４８年～１８２７年） 

５ 宮原直倁
みやはらなおゆき

（１７０２年～１７７６年） 
 

 

 宮原直倁
みやはらなおゆき

は現在の栃木県に生まれました。医学や測量の技術を身につけ，福山藩のお金

を扱う勘定方
かんじょうがた

として仕えました。江戸時代中期には，福山藩領の各地域に関する歴史につ

いて調査・研究し，郷土史
き ょ う ど し

の「備
び

陽
よう

六郡
ろくぐん

志
し

」を作成しました。これは福山の歴史を知るう

えで重要な資料となっており，福山市の重要文化財に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅茶山は漢詩（漢字だけでつくられた詩）をつくることに優れていました。 

茶山が生
しょう

涯
がい

につくった漢詩は２４００首余りにおよび，１８１２年（文化９年）に出  

された詩集「黄葉夕陽村舎詩」（全１３巻）に収められ，当時のベストセラーになりまし  

た。 

〔菅茶山像〕 

〔廉塾講堂〕 〔廉塾講堂の竹
たけ

縁
えん

・方円の手水鉢〕 

手
ちょう

水
ず

鉢
ばち

の○と□の形には，「水は入れ物によってどんな形にもかわる。人も教育に

よって，良くも悪くもなる。」という意味が込
こ

められているそうだよ。 

 

 菅茶山は今の福山市神辺町に生まれ，１９歳の

時，京都に出て医学や儒
じゅ

教
きょう

（中国の学問）の考え

を元にした朱
しゅ

子
し

学
がく

を学びました。 

 １７８１年（天
てん

明
めい

元年）故郷に戻
もど

り，学問を志す

人々のために教育の場として「黄
こう

葉
よう

夕
せき

陽
よう

村
そん

舎
しゃ

」と

いう塾
じゅく

をつくりました。それが１７９６年（寛
かん

政
せい

８年）に郷
ごう

校
こう

「神辺学問所」（通称「廉
れん

塾」）になり

ました。 
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７ 河相
か わ い

周
しゅう

兵衛
べ え

（１７６４年～１８３３年） 

８ 葛
くず

原
はら

勾
こう

当
とう

（１８１２年～１８８２年） 

 

 

 

 

 

河相
か わ い

周
しゅう

兵衛
べ え

は，深安郡
ふかやすぐん

千田村
せ ん だ む ら

（現在の福山市千田町）に

生まれました。村の役人である庄屋
しょうや

を務め，福山藩領内の

有力な農民や商人と協力し，食糧
しょくりょう

不足で飢饉
き き ん

になったと

きに貧
まず

しい人を救済
きゅうさい

するため「福府
ふ く ふ

義倉
ぎ そ う

」という組織の創

設に尽力しました。 

 また，河相周兵衛は図書の購入や医師の育成，中国の学

問である儒学
じゅがく

の振興にも努めました。 

 

 

 

 

 

 安那郡八
や

尋
ひろ

村
むら

（現在の福山市神辺町八尋）出身の葛原勾当は，

江戸時代の終わり頃
ごろ

の文化人で，盲
もう

目
もく

の琴
こと

の名手です。勾当は，

自ら考えた木活字による印刷用具（県の重要文化財）を使って，

４６年間日記を書き続けました。 

  

 

茶山ポエム 

茶山が詠
よ

んだ元々の漢詩の意味を大切にしつつ，茶山がながめた景色を思い浮
う

かべられるよう

な現代詩に書きかえて親んでいるもの。                            

 

 

 

 

 

 

 

「
梅
」 

山
の
谷
間
の
奥
深
く 

小
さ
い
村
が
あ
っ
た
ん
だ 

家
は
四
，
五
軒 

さ
み
し
い
な 

だ
れ
も
来
な
い
よ 

さ
み
し
い
な 

と
こ
ろ
が
村
人 

梅
の
木
植
え
た 

そ
れ
か
ら
後
の 

谷
間
の
春
は 

花
見
の
人
で 

大
に
ぎ
わ
い 

「
画
山
水
」 

渓
村
三
五
戸 

一
向
絶
風
塵 

自
種
梅
花
後 

春
来
引
外
人 

（
よ
み
か
た
） 

け
い
そ
ん 

 

さ
ん
ご
こ 

い
っ
こ
う 

 

ふ
う
じ
ん
を
た
つ 

ば
い
か
を 

う
え
し
の
ち
よ
り 

し
ゅ
ん
ら
い 

 

が
い
じ
ん
を
ひ
く 

 

（意味） 

谷間の三～五戸の寒村，全く世外の仙境だ。それが梅花を植えて

からこのかた，春になれば方々から花見客を呼ぶ。 

［茶山ポエム］ 

〔河相周兵衛〕 

 

〔葛原勾当〕 
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９ 阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

（１８１９年～１８５７年） 
 

 

日本が大混乱の時に，将来のことを考えて大きな決断をし

た人物が阿部正弘です。 

 阿部正弘は１８１９年（文
ぶん

政
せい

２年）に江戸で生まれました。

１８３６年（天
てん

保
ぽう

７年）に第１３代福山藩主になり，翌年，

それまでくらしていた江戸から福山にお国入りしました。正

弘が子どもの頃からとても優
ゆう

秀
しゅう

であったことを，第１２代

将軍であった徳川家
いえ

慶
よし

は評価していました。そうしたことも

あって，２５歳という若さで老中に就きました。 

 阿部正弘は，１２年間江戸幕府の老中首座（現在の内
ない

閣
かく

総

理大臣）という役職を務めました。正弘が老中になった頃，

日本は鎖
さ

国
こく

を行い，オランダ・中国・朝鮮といった限られた

国としか交易をしていませんでした。しかし，アメリカやイ 

ギリス，ロシアなどの多くの外国船が日本にやって来て，交易することを求めてきました。

阿部正弘は，政治のリーダーとして，次々とやってくる外国からの交易を求める声に対応

するために日本国中をまとめようとしました。そのため，これまで老中の考えを中心に進

めていた政治を，様々な役職の人たちから意見を集めながら重要な問題を考えるようにし

ました。 

 特に，１８５３年（嘉
か

永
えい

６年）アメリカのペリー来航時には，全国の藩主に意見を求めま

した。正弘は，様々な意見を参考にしながら，日米和親条約を結ぶことを決断したのです。 

 また，日本が混乱した中で，日本をほかの外国と同じくらいの力を持った国にするため，

有能な人を育てていく必要性を感じ，１８５５年（安
あん

政
せい

２年），福山藩の藩校「弘
こう

道
どう

館
かん

」を

「誠
せい

之
し

館
かん

」と改め，身分に関係なく弓，槍
やり

，剣
けん

術
じゅつ

などの武芸や国学，洋学，医学などの文

芸を学ばせました。このように，正弘は江戸幕府で長い間続いた鎖国体制を終わらせ，開

国を決断するとともに，日本の将来のことを考えて，政治の仕組みを変えたり，次の時代

を担
にな

う人を育てたりして，現在の国際社会のもとを築きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔阿部正弘肖像画〕 

 

阿部正弘が福山藩の重役たちに言った言葉 

このたびの浦
うら

賀
が

にペリーが来航したことは，各
おの

々
おの

みんなが知る

ところである。時が移り，国家が盛
せい

衰
すい

するのは古来まぬがれないと

ころであるが，今のまま放っておくわけにはいかない。今日の国力

衰
すい

退
たい

を思うと身につまされる思いがする。 

 外国の圧力に屈
くっ

しないためにも幕政改革を進めなければならな

い。まず，わが藩から文武を引き立てて，みんなの士気を高めるた

めにも教育制度改革を行う。                          

阿部正弘は，勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

を登用し，開国

後，海軍伝
でん

習
しゅう

所
じょ

をつ

くって，国防に力を

入れたんだよ。 

坂本龍馬もそこで

学んでいたよ。 
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11 窪
くぼ

田
た

次
じ

郎
ろう

（１８３５年～１９０２年） 

10 富
とみ

田久
たきゅう

三郎
ざぶろう

（１８２８年～１９１１年） 
 

 

富
とみ

田久
たきゅう

三郎
ざぶろう

は，芦田郡
あ し だ ぐ ん

下有地
し も あ る じ

村
むら

（現在の福山市芦田町）に生まれ，

日本三大絣
かすり

の一つである「備後
び ん ご

絣
かすり

」の織
お

り方を生み出しました。

絣
かすり

とは，模様がかすれて見えることが特徴
とくちょう

の織物
おりもの

のことです。ま

た，18歳の時，絹
きぬ

の織り方を木綿
も め ん

織物に応用し，井桁
い げ た

絣
かすり

を誕生さ

せました。さらに同業者の組合をつくるなど指導的な役割を果たし

ました。これらの功績は現在のデニム生産量日本一につながってい

ます。 

 

 

 

 

わたしたちは現在，学校で誰もが平等に教育を受けるこ

とができます。それは，１８７２年（明治５年）に明治政府

によって「学制」が出されたからです。この学制に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた人が福山出身の窪田次郎です。 

 次郎は１８３５年（天保６年）に安
やす

那
な

郡粟
あわ

根
ね

村（現在の福

山市加茂町）の医者の家に生まれ，自分も医者になるため

に大阪に出て多くの先生に学びました。１８６１年（文
ぶん

久
きゅう

元年）に粟根村に戻
もど

り，翌年から父に代わって村の人たち

の医
い

療
りょう

活動を始めました。 

 次郎は１８７１年（明治４年）に，生まれた家や身分に関

係なく誰
だれ

もが教育を受けることのできる啓
けい

蒙
もう

所
しょ

を設置しま

した。この啓蒙所が後の小学校へつながっていきます。また，バセドー氏病の発見や日本

住血吸虫やコレラの研究に努めたりするなど医療，衛生，政治などいろいろな分野で活
かつ

躍
やく

しました。 

 次郎は，人間が人間らしく生きるためには「衛生」「資産」「品行」が大切であるという考

え方を持っていました。「衛生」とは，「生」を「衛
まも

」る，つまり，人間が天から与えられた

生命を生きて全
まっと

うすることです。この「衛生」を全うするために「資産」，つまりお金が必

要であり，「資産」を維
い

持
じ

するためには「品行」，つまり正しい行いが必要です。これらは，

一人一人の個人の問題ではなく，国や社会全体の問題であると考えていました。そこで，

「資産」を維
い

持
じ

するためには政治経済が重要であること，「品行」を正すためには教育が重

要であると考え，次郎は医療活動のほかにも様々なことに取り組むようになりました。 

 １つ目は１８７１年（明治４年）粟根村で「民
みん

会
かい

」という，日本で初めての選挙による村

議会を開きました。こうした動きは，やがて自由民権運動として国会開設の要求につなが

〔窪田次郎〕 

〔富田久三郎〕 
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12 丸
まる

山
やま

茂
も

助
すけ

（１８５３年～１９１７年） 

13 清水
し み ず

郁
いく

太郎
た ろ う

（１８５７年～１８８５年） 

っていきます。 

 ２つ目は１８７２年（明治５年）岡山県の笠
かさ

岡
おか

を中心に「細
さい

謹
きん

社
しゃ

」という本屋を開きまし

た。都会と比べると地方にくらす人たちは新しい本をなかなか手に入れることができませ

ん。誰でも本を読めるように，本屋を開きました。 

 ３つ目は１８７３年（明治６年）粟根村で「博
はく

聞
ぶん

会
かい

」という談
だん

話
わ

会を開き，村の人が集ま

って意見や知識の交
こう

換
かん

をできる場を作りました。 

 そのほかには，啓蒙所の設置や医者を育てるための医会・今の保健所にあたる衛生会の

設立など，日本全体のことを考え，自分が地域でできることを行動にしていきました。 

 人間は誰もが平等であり，身分や男女差別が許されないという信条で，政治や経済，教

育などの活動を行う次郎の考え方は明治政府の考え方と合わないところもありましたが，

戦後つくられた日本国憲法には次郎の考え方が大きく反映されています。 

 

 

 

 丸山茂助は，沼隈郡松永村（現在の福山市松永町）に生まれました。 

 茂助は，１８７８年（明治１１年）に，下
げ

駄
た

を売る店を開きま

した。その店は，２～３人の職人で桐
きり

の下駄を作って売っていま

した。下駄を作るには，桐の木が適していましたが，福山の近く

には，使えるような木がありませんでした。そこで，山
さん

陰
いん

地方や

北海道，樺
から

太
ふと

（ロシア）まで木を探しに行ったそうです。そして，

桐と同じような肌
はだ

ざわりで，安いアブラギという木を見つけ，船

で松永に運び，下駄の材料にしました。 

 そのような努力もあって，“ 松永の下駄”の名は，全国に広ま 

りました。 

 

 

 

清水
し み ず

郁
いく

太郎
た ろ う

は１８５７年（安政
あんせい

４年）に備後
び ん ご

国
のくに

深津
ふ か つ

郡
ぐん

吉津
よ し づ

村（現

在の福山市吉津町）に生まれました。東京大学の初代日本人産婦

人科学の教授であり，医学博士
は く し

の第１号です。 

第１回文部科学省官費
か ん ぴ

留学生
りゅうがくせい

（国が留学
りゅうがく

費用を負担する留学生
りゅうがくせい

）

でドイツのベルリン大学に留学しました。帰国後，漢方医学が主

流だった時代に，患者を診察する臨床
りんしょう

診療
しんりょう

中心のドイツ産婦人科

学を日本に取り入れました。日本の産婦人科学の進歩に貢献
こうけん

しま

した。 

 

〔丸山茂助〕 

〔清水郁太郎〕 
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16  山
やま

本
もと

瀧
たき

之
の

助
すけ

（１８７３年～１９３１年） 

14 森下
もりした

博
ひろし

（１８６９年～１９４３年） 

15 武田
た け だ

五一
ご い ち

（１８７２年～１９３８年） 

 

 

森下
もりした

博
ひろし

は１８６９年（明治２年）に現在の福山市鞆町に生まれ

ました。現在は医薬品，化粧品などを取り扱っている企業，「森下
もりした

仁丹
じんたん

」の創立者です。広告に，自社製品の内容だけでなく，世の

中に役立つ広告方法を実践
じっせん

しました。そして，大々的な広告宣伝

により利益を上げたことから「日本の広告王」と呼ばれました。

利益の一部を社会に還元
かんげん

し，自然災害や貧しい人たちへの支援，

公共事業への寄付など，多くの社会奉仕
ほ う し

活動を行いました。 

 

 

 

 

武田
た け だ

五一
ご い ち

は１８７２年（明治５年），福山市西町に生まれまし

た。東京帝国大学（現在の東京大学）を卒業後，東京帝国大学助

教授をはじめ，様々な大学で教師として働きました。法隆寺国宝

建築修理事務所長などを務
つと

め，橋や工芸デザインの分野でも活躍

しました。福山市市章の選定，福山市公会堂，福山市庁舎，福山

市議会議事堂などを手がけました。 

 

 

 

 

山本瀧之助は今の福山市沼隈町に生まれました。一時は

東京で勉強することを夢見ましたが，１６歳の時に地元の

小学校の先生になりました。 

 瀧之助は日本の文明化のために，福山の青年を育てよう

と青年会をつくりました。当時は青年といえば立
りっ

身
しん

出
しゅっ

世
せ

を

めざす都会の青年のみを意味しました。しかし，田
い

舎
なか

にも

文明化に目覚めた青年がいることを主張し，青年会をつく

りました。青年会では勉強会やボランティア活動などを行

い，その考え方と活動を全国へ広めました。 

 瀧之助は，「１日の中に少なくとも何か１つはぜひ善いこ

とをしよう。」という「一日一善」を進めました。そのことを，

日記に書くことで自分の達成感を高め，さらに未来の成すべきことを考えることにつなげ

ようとしました。また，その日記を順番にまわして読むグループをつくりました（巡
じゅん

回
かい

日

〔山本瀧之助〕 

〔森下博〕 

 

〔武田五一〕 

 



10 

 

17 吉田
よ し だ

龍蔵
りょうぞう

（１８７４年～１９４５年） 

記）。日記を回し読むことで，お互いの考え方や行動から学び合うとともに，青年会員同士

の絆
きずな

や信
しん

頼
らい

関係を強めることをめざしました。 

 また，瀧之助は全国各地に足を運び，青年リーダー養成を目的として，１都２府３９県

で開
かい

催
さい

された全国青年講習会で，１２０回にわたっ

て講師として指導を行いました。 

 この講習会では，人と人との交わりを大切にし，

２～５日間寝
しん

食
しょく

をともにし，車
くるま

座
ざ

になって研修を

深めました。講習生は延
の

べ５０００人を超
こ

えました。

瀧之助は「青年の父」と尊敬されながら，１９３１

年（昭和６年），５８歳の生
しょう

涯
がい

をとじました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田
よ し だ

龍蔵
りょうぞう

は１８７４年（明治７年），鳥取県に生まれました。１９

０１年（明治３４年）深安郡
ふかやすぐん

中津原
な か つ は ら

村（現在の福山市御幸
み ゆ き

町）に吉

田医院を開業しました。当時の深安郡神辺町の片山周辺で発生して

いた原因不明の風土病
ふうどびょう

の患者
かんじゃ

を診療
しんりょう

しました。自ら多くの患者
かんじゃ

を

解剖
かいぼう

して原因究明に取り組み，京都帝国大学（現在の京都大学）の

藤浪
ふじなみ

鑑
あきら

教授と協力し，世界で初めて人体から「日本住血吸
にほんじゅうけつきゅう

虫
ちゅう

」を発

見しました。また，その感染ルートも解明しました。 

 

 

 

 

 

〔車座になっての講習会〕 

瀧之助の著書 

 

『田舎青年』  ２３歳で著
あらわ

した「田舎にすむ学校の肩
かた

書
が

きなき青年も 

ひとしく青年なり」という書き出しで始まる。 

青年運動のバイブル的な存在として広く読まれました。 

 

『良民』    地方青年向けの雑誌として１９１１年（明治４４年） 

       から約１０年間発行されました。 

青年の自覚と修養を勧
すす

める内容の雑誌です。 

〔吉田龍蔵〕 
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18 磯
いそ

永吉
えいきち

（１８８６年～１９７２年） 

19 藤井厚二
ふ じ い こ う じ

（１８８８年～１９３８年） 

20 宮城
み や ぎ

道雄
み ち お

（１８９４年～１９５６年） 

 

 

磯
いそ

永
えい

吉
きち

は新馬場町（現在の福山市霞
かすみ

町）に生まれました。農学

博士
は く し

・作物
さくもつ

育種
いくしゅ

学者として活躍しました。東北帝国大学農科大学（現

在の北海道大学農学部）を卒業後，台湾へと渡り，台湾米の品質改

良や台湾における日本米の品種改良に取り組みました。育成した品

種は２１４種におよび，育成した米にちなみ「蓬莱
ほうらい

米
まい

の父」と呼ば

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

藤井
ふ じ い

厚
こう

二
じ

は現在の福山市宝町出身です。建築家・建築学者として

活躍しました。東京帝国大学（現在の東京大学）卒業後，建築環境

工学の分野を開拓しました。日本の風土に適した住宅様式を研究し，

日本と西洋的な空間構成をかけあわせる手法を提示するなど，この

分野において先駆
さ き が

けとなる実績を上げました。１９２８年（昭和３

年）に京都に建てた平屋建ての自邸
じ て い

「聴
ちょう

竹居
ちくきょ

」は，近代住宅建築の

名作として知られています。 

 

 

 

 

宮城
み や ぎ

道雄
み ち お

は１８９４年（明治２７年）兵庫県に生まれました。７

歳の時に失明し，箏曲
そうきょく

の道を志します。日本古来の音楽である邦楽
ほうがく

の本質を追求し，邦楽の伝統に根ざしつつ，洋楽の要素も取り入れ

た活動や作品は，「新日本音楽」と呼ばれ，新たな分野を確立しま

した。 

「春の海」を作曲し，８０本の弦を持つ大型の琴「八十
はちじゅう

弦
げん

」を発

表しました。父の故郷「鞆の浦」に思いを馳
は

せ，「春の海」は瀬戸

内海の潮
しお

の香り，潮騒
しおさい

などが表現されていると言われています。 

 

 

〔磯永吉〕 

 

〔藤井厚二〕 

 

〔宮城道雄〕 
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21 藤井
ふ じ い

崇
そう

治
じ

（１８９４年～１９７５年） 

22 小山
こ や ま

祐士
ゆ う し

（１９０４年～１９８２年） 

23 天野
あ ま の

辰雄
た つ お

（１９１０年～２００１年） 

 

 

藤井
ふ じ い

崇
そう

治
じ

は１８９４年（明治２７年）に深安郡
ふかやすぐん

山野村（現在の福山市山野町）に生まれ

ました。京都帝国大学（現在の京都大学）卒業後，逓信省
ていしんしょう

（現在の総務省）に入り，郵便番

号制度の先駆けとなる郵便
ゆうびん

戸番
こ ば ん

制
せい

の採用などを果たしました。 

電気庁（現在の資源エネルギー庁）長官や電源開発株式会社の総裁
そうさい

として活躍し，日本

の戦後の経済成長を支える電力需要
じゅよう

への対応に貢献
こうけん

しました。 

 

 

 

 

小山
こ や ま

祐士
ゆ う し

は１９０４年（明治３７年）に現在の福山市今町に生ま

れた劇
げき

作家です。慶応
けいおう

義塾
ぎじゅく

大学在学中から小山内
お さ な い

薫
かおる

を尊敬し

久保田
く ぼ た

万太郎
ま ん た ろ う

らに教えを受け，多くのすぐれた演劇
えんげき

の台本を発表し

ました。主な作品に「瀬戸内の子供ら」「二人だけの舞踏会
ぶ と う か い

」などが

あります。 

 

 

 

 

 

 

天野
あ ま の

辰雄
た つ お

は１９１０年（明治４３年）福山市光南町に生まれた天

野実業株式会社の創始者です。地域スポーツの振興
しんこう

を図ることを目

的に，私財を投じて天野スポーツ振興
しんこう

財団
ざいだん

を設立しました。１９５

４年（昭和２９年）～１９９７年（平成９年）の４３年間の長きに

わたり福山市体育協会（現福山市スポーツ協会）の会長を務め，こ

の間，協会の法人化にも尽力
じんりょく

しました。国民体育大会やアジア競技

大会広島の運営に携
たずさ

わるなど，生涯
しょうがい

にわたって福山市のスポーツ界

を導きました。 

 

 

 

 

 

 

〔小山祐士〕 

 

〔天野辰雄〕 
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26 木
きの

下
した

夕
ゆう

爾
じ

（１９１４年～１９６５年） 

24 塩
しお

出
で

英雄
ひ で お

（１９１２年～２００１年） 

25 本田
ほ ん だ

實
みのる

（１９１３年～１９９０年） 

 

 

塩
しお

出
で

英雄
ひ で お

は福山市城見町に生まれた日本画家です。帝国美術学校（現在の武蔵野美術大

学）で金原
きんばら

省吾
せ い ご

，高楠
たかくす

順次郎
じゅんじろう

，奥村土
お く む ら と

牛
ぎゅう

に教えを受けました。「泉庭
せんてい

」が日本美術院賞を，

「春山」が内閣総理大臣賞を受賞しました。１９７３年（昭和４８年）に私財を寄付する

ことで公益に貢献した人に贈られる紺綬
こんじゅ

褒章
ほうしょう

，１９８４年（昭和５９年）に勲
くん

四等旭日小綬
きょくじつしょうじゅ

章
しょう

を受賞しました。日本美術院の元常任理事です。 

 

 

 

 

 

本田
ほ ん だ

實
みのる

は１９１３年（大正２年）に鳥取県に生まれました。独学で天文学を学び，１９

３７年（昭和１２年）に福山市瀬戸町にあった黄道光
こうどうこう

天文台に入所しました。生涯
しょうがい

，彗星
すいせい

探しに専念し，自身の名前が付けられた本田彗星をはじめ，１２個の彗星と１１個の新星

を発見しました。 

 

 

 

 

 

 木下夕爾は，深安郡御幸村（現在の福山市御幸町）に生まれま

した。 

大学で薬学の勉強をし，父の跡
あと

を継
つ

いで薬局を営んでいまし

た。高校生の頃から詩を作り始め，児童詩集「ひばりのす」など

数多くの詩集や俳句の本を出しています。 

福山市内の小中学校を中心に，多くの校歌の歌詞も作り，たく

さんの子どもたちに歌い継がれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔木下夕爾〕 
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27 小林政夫
こ ば や し ま さ お

（１９１４年～２０００年） 

28 大島
おおしま

久見
ひ さ み

（１９１５年～２００４年） 

29 榮
え

久
く

庵
あん

憲司
け ん じ

（１９２９年～２０１５年） 

 

 

小林政夫
こ ば や し ま さ お

は１９１４年（大正３年）に福山市西町に生まれまし

た。漁網
ぎょもう

などの網
あみ

製品を扱う日東
にっとう

製網
せいもう

株式会社の社長に就任
しゅうにん

し，

業界トップメーカーに育て上げました。他にも福山ライオンズク

ラブ，広島経済同友会福山支部を創設しました。 

福山商工会議所の会頭を２５年にわたり務め，戦後の高度経済

成長期における地域の経済発展に尽力しました。 

 

 

 

 

 

 

大島
おおしま

久
ひさ

見
み

は１９１５年（大正４年）に福山市光南町に生まれま

した。日本の古典芸能である能の流派の一つ，シテ方
かた

喜多
き た

流の能
のう

楽師
が く し

です。西日本では唯一，全国的にも珍
めずら

しい個人で能楽堂を建

て，定例能会を開催するなど能楽の普及に努めました。国重要無

形文化財の総合認定保持者でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

榮
え

久
く

庵
あん

憲司
け ん じ

は，日本を代表する工業デザイナーです。１９２９年（昭和４年）に東京都

で生まれ，その後，福山市鞆町などで育ちました。今の福山誠之館高等学校を卒業して，

東京芸術大学に進学しました。１９５７年（昭和３２年）に「ＧＫインダストリアルデザ

イン研究所」を設立し，キッコーマン卓上醤油
しょうゆ

瓶
びん

や秋田新幹線「こまち」などの数多くの

デザインを手掛けました。１９８８年（昭和６３年）には，世界最高峰のデザイン賞の一

つである米国工業デザイン協会より世界デザイン大賞を受賞しました。 

 

 

 

〔小林政夫〕 

 

〔大島久見〕 

 


